
 

 

 

 

 

 

今年度の生徒指導関係の研修会は、多くの方々にご参加いただき、次のように実施する

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会当日は、講義・演習や実践事例の交流を通して児童・生徒の悩みや不安の解消、

いじめ・不登校等の未然防止、保護者との関わり方、関係機関との連携等について、活発

に意見交換が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生方の声をお聞きし、不登校児童生徒の支援について難しさを感じている点や、特
に課題になる点の具体的対応について、スクールカウンセラーの寒河江亜衣子先生にご
助言いただいき、長谷部エリア SSW が、講話を行いました。 

◎５月１９日（木） いじめ・不登校防止連絡協議会（第１回） 

「不登校児童生徒支援といじめ対応」 

県教育センター教育相談課 岩井暁子 指導主事 佐藤勝 指導主事 

◎６月３０日（木） 教育相談員等連絡協議会（第１回） 

「今後のよりよい教育相談活動に向けて」  

山形大学学術研究員 中澤未美子 准教授 

◎９月２２日（木） 教育相談員等連絡協議会（第２回） 

「不登校児童生徒の基本的な理解と支援の在り方」 

置賜教育事務所 長谷部悟 エリアＳＳＷ 

◎１０月６日（木） いじめ・不登校防止連絡協議会（第２回） 

「いじめ・不登校等、子どもが抱える課題の未然防止に向けた道徳教育の充実」  

文部科学省初等中等教育局教育課程課 浅見哲也 調査官 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇仕事の内容や立場の異なる方の発表を聞くことができ、今後の参考にしたいと思いました。グル

ープ協議で出された「子や親によりそう気持ちを大切にするとともに、関係機関とどうつながる

か」について今後の課題にしたいと思いました。 

〇不登校状態にある子への支援、むずかしさ、疑問に思っていた点に関して、具体的な答えを多数

いただき、とても勉強になりました。自身の実践に取り入れられそうなところから、早速試してい

きたいと思います。 

❢不登校対応のポイント❢ 

◎新たな不登校を出さない 

未然防止の取組みを 

◎休みがちな子どもへの 

先手必勝の支援を 

◎欠席が続いている子どもへの 

継続的な関わりを 

・児童生徒支援の参考として 
・校内での支援体制づくりの手引きとして  
・関係機関等との連携の手引きとして  
・校内研修の資料として 
支援ハンドブックもご活用ください。 

「チーム学校」として、しなやかに対応できる力を高
め、全ての児童生徒の「社会的自立」を促し、成長を
支えていきましょう。 


